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【一期生】 【二期生】
黒川真帆さん 大野梨恵さん
本杉謙典さん 山田京美さん
丸井隆雄さん 浅見花保さん
高橋渓さん 佐々木莉紗さん

【三期生】 【四期生】
重信あかねさん 伊藤菜々さん
小島彩香さん 高橋瑛里さん
鈴木亜里紗さん
西本静さん 【六期生】
佐藤竜登さん 西口沙由美さん

湯山桃花さん
【五期生】 片川紗知さん
山口藍さん 上坂泉美さん

秋リーグ、インカレ期間中
たくさんのOB・OGの方々が

来て下さいました！



インカレが終わり、正直実感が湧かないです。桐
蔭に入学してからここまで長かったようでとても短
かったです。桐蔭ではハンドボールはもちろん、
ハンドボール以外のことも学ぶことができました。
今までにないくらいハンドボールについて考えさ
せられ、またそれ以上に大切なことにも目を向け
る機会が多くありました。そして、4年生になった
最後の1年間は、キャプテンを務めさせていただ

いてたくさんのことを学び、自分の弱さを知ること
ができました。今までの先輩方の背中を見てきて、
どの代もとても強くて、私はそれに支えてもらって
いたとキャプテンを務める中で気づかされました。
昨年の先輩とは、インカレでセンターコートに一緒
に立たせていただき、またセンターコートに戻って
くるという約束をして頑張ってきましたが、約束を
果たすことはできませんでした。また多くの方々に
応援していただいたのに結果を出せず、本当に
申し訳ないという気持ちでいっぱいになりました。

自分の甘さやハンドボールの実力不足はもちろん
他の面でも力不足であったと思っています。しかし
このような経験ができたのは桐蔭だからこそだと
思いました。大さんの作った桐蔭ハンドで4年間

過ごせて本当に良かったです。良い結果は残せ
なかったけど、結果以上に学んだことを
忘れずこれからに生かし、次のステージ
でも頑張っていきたいと思います。
今まで様々な形で応援してくれた
恩師、桐蔭のスタッフ、先輩方、両親
にとても感謝しています。
ありがとうございました。 主将 4年 西笛里奈

10年間続けてきた学生ハンドボール
が終わりました。私が桐蔭に来た時は
自分がどんなプレイヤーなのかはっき
りわかっていなくて、ただハンドボール

をやりたくて入学してきました。やっていくうちに
先輩の姿、教えてもらったことのおかげでだんだ
んと桐蔭のプレーを理解していくことができ、そ
の中で大さんが自分のプレーを見出してくれまし
た。身体が小さい分、なにで勝負していくのか、
自分の強みはなんなのか、たくさん考えさせられ
た4年間でした。3年生までは先輩にたくさん引っ

張ってもらって、良い想いもさせてもらいました。
自分が4年生になって、プレーだけではなくチー

ムを引っ張る学年になり、先輩たちの苦労や強
さがとてもわかりました。自分たちは色々なとこ
ろでチームに迷惑をかけてきたけどそれでも最
後までついて来てくれた後輩たちに本当に感謝
しています。最後はいい結果で終わることは出
来なかったけど、引退して思うことは、どんな結
果でも桐蔭に入学してハンドボールを学んで試
合に出れたことは私の誇りだし最高の時間だっ
たということです。どんな時でも見捨てず、最後
まで私たちを支えてくださったスタッフの皆さん。
厳しい言葉もかけてくださってたくさん気づかさ
れることがありました。本当にありがとうございま
した。この4年間、最後、虹をかけることが出来な

かったのは悔しいけどこのメンバーでプレーでき
てよかったです！桐蔭ハンドボール部が大好き
です！この経験をこれからの人生で活かせられ
るように頑張りたいと思います。ありがとうござい
ました！ 4年 亀井杏花

2017年11月3日、大阪教育大学に敗れ大学4年間

のハンドボール生活が終わってしまいました。去年
の全日本学生選手権で大教大に勝利し、今年はそ
の勝利や桐蔭が3位という結果は偶然ではなかっ

たと示すための一戦でした。しかし、結果は大敗。
誰一人納得のいく試合が出来ず、後悔の引退と
なってしまいました。しかし、私はこの4年間でかけ

がえのない経験をすることが出来たと自負していま
す。それは心から信頼できる仲間、人間的に尊敬
できる監督、スタッフ陣と共にRAINBOWSとして戦う

ことが出来たことです。また、どんな時も遠いところ
まで駆けつけて応援してくれるOG.OB、チームを陰

ながら支えてくれる後輩達にたくさんの勇気をもら
いました。辛くて辞めたくなった時、逃げ出したく
なった時、いつもそばでたくさんの声を掛けて支え
合うことが出来た同期、上下関係なく時には厳しく、
時には優しく声を掛け合えるRAINBOWSのみんな

が居たから私はハンドボールを続けることが出来
ました。本当に感謝しています。最初は、愛知から
上京してきて不安なことばかりだったけど、今では

RAINBOWSの一員になれて本当に
良かったと思っています。この4年間
で学んだこと、経験したことを活かし
て次のステップでも頑張ります。

4年 平松香奈
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4年間を振り返って、桐蔭ハンドボール部に入部し
てよかったと心の底から思います。この4年間は楽

しいことよりも辛いことの方が沢山でした。技術、戦
術能力も低く、練習についていくのに必死でしたが、
先輩方の背中をずっと見てきて、技術だけではな
い部分も沢山学ぶことができました。4年生になっ
てからは、辛いことが1.2.3年生の時よりも多く感じ

ました。しかし、いつも支えてくれている同期や後輩
そして代が被っていなくてもいつも体育館に激励に
来てくださるOG.OBの方々、そんな沢山の仲間に囲

まれて頑張ってこれました。去年、先輩たちの力で
全国3位になれて銅メダルをとれたことは、本当に

一生の財産です。自分たちの代では、不甲斐ない
結果になりとても悔しかったです。でも、この桐蔭ハ
ンドでは、点を取ることよりも大事なことを学びまし
た。このような経験ができたのも、一緒に辛いこと
を乗り越えてきた同期、私たちのことを一番に考え
てくれてた先輩方、先輩達のためにと毎日頑張っ
てくれる妹のような可愛い後輩たち、厳しい中でも
一人ひとりのことをよく見て考えてくれる熱い監督
の大さん、そんな人たちとハンドボールに向き合っ
てこれて本当に良かったと思います。今まで沢山
の応援をしてくださったスタッフの方々、頑張ること
や人を想うことの大切さ、沢山のことを教えてくだ
さった大さん、高校の恩師の梶原先生、遠い所
から応援してくれていたお父さんお母さん
本当に感謝の気持ちでいっぱいです！
ありがとうございました。今後はOGとして
桐蔭ハンドを一番応援します！
桐蔭ハンドボール部が本当に大好きです。

4年 田上美遥

私はこの桐蔭で4年間のハンドボール人生
を終えてまずはじめに思ったことは、桐蔭

のハンドボール部に入部して良かったと
思いました。1・2年生の時は大学生の

ハンドボール、桐蔭のハンドボールになか

なか馴染めず、苦戦していたことを思い出
します。3年生で上級生という立場になり、4年生に負担

をかけないようにと後輩を引っ張りながら頑張りました。
3年生の時は辛いことがたくさんあったけど、それ以上

に嬉しい事もたくさんありました。先輩方は春リーグ、秋
リーグ共に創部初の3位、またインカレで3位、メダル獲

得という快挙を成し遂げ、日本選手権にも出場し先輩
方は私達に沢山の経験と、最高の思いをさせて下さい
ました。そんな先輩が引退し、私達が最上級生になり、
今までも大変だなと思っていたけど、最後の1年がこん

なに悩むのだろうかというくらい大変でした。なかなか
自分たちの思うチームにならず、苦労したり、なかなか
結果が出ずに苦労したり、沢山の辛い経験がありまし
た。だけど、このチームだからこそ、この同期がいたか
らこそ辛い合宿も、辛い時期も乗り越えられたと思いま
す。ずっと日本一、先輩方を超えるという目標でやって
きて最後は良い結果で終わる事が出来なかったけど、
東女に勝った事、東海に勝った事、最後まで仲間を信じ
て出来たことは私の財産だと思います。この4年間で関

わってきた偉大な先輩方や、可愛い後輩達、最高の同
期は私の誇りです。本当に出会えて良かったと思いま
す。今までで1番熱心に沢山の事を教えてくださった監

督、暖かく見守ってくださったスタッフの皆さんに出会え
て幸せです。今振り返ると4年間が過ぎるのは早かった

と思いますが、本当にこの場所でハンドボールをやって
きて良かったと思います。4年間のどこの一瞬を取って

も全てが私の思い出であり、誇りです。沢山の感謝で
いっぱいです。4年間ありがとうございました。

4年 田村麻衣

この4年間、今まで生きてきた中で1番濃い
時間を送ることができました。楽しいこと、
嬉しいこと、悲しいこと、悔しいこと、辛い
こと、本当にいろんな事を経験してきて、

桐蔭でハンドボールができてよかったと思っていま
す。最後のインカレは悔いが残る結果で終わって
しまったけど、結果以上に得たものがありました。
それに気づけたのもチーム全員で最後まで頑張っ
てこれたからだと思います。まだ自分にできること
はあると思うので、自分なりに考えたことをこれか
ら後輩に伝えていき、結果を残せなかった分も他
の面で支えていけたらと考えてます。今までどんな
に遠い会場でも足を運び応援してくださった保護者
の方々、たくさんのOG、OBの方々、大さん、晶子さ

ん、西山さん、相原さん、後輩たち、同期のみんな、
沢山の方のおかげで今の自分があるんだと心から
感じています。本当にありがとうございました。この
悔いはきっと後輩が果たしてくれると信じているの
で、これからも応援のほどよろしくお願いします。そ
して、この4年間で培ったものをこれからの人生に

生かしていけるよう頑張りたいと思います。ありが
とうございました。 4年 中村琴音



1年生にとって初めてのインカレが終わりました。結果は全員が満足
するものではなく、悔しい結果となりました。春リーグも秋リーグも

プレーが思うようにいかず、なかなか勝ちきれない試合が多くありま

した。このインカレでも思うようにシュートが決まらず桐蔭の流れに
持って行けなかったと感じています。そして私自身、インカレを終えて感じることは、
インカレまでにほかに出来ることがあったのではないかという後悔です。チームに
対してもっと声をかけたり、相手の研究をし、同じような動きをすることで、試合でも
練習したことが出せたのではないかと思います。また、インカレという舞台の雰囲
気を知ることができました。1点の重みを感じ、戦い勝ちきるということの大変さをこ
の試合を通して感じました。沢山の保護者の方々、OGの皆さん、金沢まで応援に

来ていただき本当にありがとうございました。これから新チームでの日々の練習を
大切にし、インカレで感じた気持ちを忘れずに1日1日を過ごしていきたいと思いま

す。これからも応援よろしくおねがいします。 1年 佐藤洋美

まず、トレーナーとして大きな怪我がでなかったことが1番良かったと思いました。

しかし、インカレの結果は満足いかないものになってしまい、とても悔しかったです。
この1年間、辛い練習を皆で乗り越えてきた分、なんともいえない想いになりまし
た。4年生にとっては最後のインカレで、4年間の集大成が上手く出せずに終わっ

てしまってとても残念でした。日本一という目標を達成することが出来なかったの
ですが、インカレでたくさんのことを得たので、その気持ちを忘れずにこれからの
練習に励んでいきたいと思います。
応援してくださったOG・OBの先輩方、保護者の方、たくさんの
応援をありがとうございました。これからも日本一という目標を
掲げて頑張っていきたいと思います。
これからも応援よろしくお願いします！ 2年 金井茉菜

8代目女子桐蔭ハンドボール部のキャプテンを務めさせて頂く
佐々木遥美です。石川インカレでは、大阪教育大学と戦い、桐蔭
らしいプレーをやりきることができず、初戦敗退という悔しい結果と
なりました。インカレやインカレ前の練習ではたくさんのOG、OBの
方々が足を運んでくださり、桐蔭の素晴らしさを改めて実感しました。

まだまだ頼りないところもありますが、今まで先輩方が築きあげてきた桐蔭ハンド
ボール部をしっかりと受け継ぎ、OG・OBの方やスタッフの想いを形にすることがで

きるよう、チーム全員で頑張っていきます。この素晴らしい環境があることに感謝
の気持ちを持ち続け、チームの目標を達成し、大きな虹をかけます。
8代目女子桐蔭ハンドボール部を今後も応援よろしくお願い致します。

3年 佐々木遥美

8代目女子桐蔭ハンドボール部のキャプテンを務めさせて頂く飯塚
美沙希です。石川インカレでは、前半からなかなか自分達の
ペー スを握ることができず、最後まで桐蔭らしいプレーを出し切る

ことができませんでした。去年、先輩方が残してくれたベスト4という大き
な壁を越えることが出来ず、悔いの残るインカレとなってしまいました。
結果を残すことはできませんでしたが、インカレ前を含めインカレ期間中には、
忙しい中たくさんのOG・OBの方々に足を運んで頂き改めて桐蔭の繋がりに
誇りを感じました。応援してくださったOG・OBの方、また私達をサポートしてくださ
るスタッフの方々に感謝し、今年こそ桐蔭に大きな虹をかけたいと思います。
まだまだ力不足な私ですが、先輩から受け継いできた桐蔭ハンドボール、また
先輩方の想いを胸にチームの士気を高められるよう頑張ります。8代目女子桐蔭
ハンドボール部を今後とも応援よろしくお願いします。 3年 飯塚美沙希

【Aチーム】

【Bチーム】

●桐蔭 ８－１７日本体育大学A
○桐蔭 ２２－１８日本女子体育大学A
○桐蔭 ２３－１０国士舘大学B
●桐蔭 １５－２４東京女子体育大学C

○桐蔭 ２８－１２国士舘大学A
●桐蔭 １６－２３東京女子体育大学A
○桐蔭 ２２－１６日本女子体育大学C

●桐蔭 ２１－２３東京女子体育大学B

今年のインカレは、私たちにとって非常に大きな財産となりました。大教大に敗れ、
4年生の最後を笑顔で終わらせることのできなかった悔しさ、力を出し切れなかっ

た自分達の弱さなど、多くのことを感じ、今までの取り組みを見つめ直しました。細
かいミスに対して厳しさを持ちつつ、1人ひとりの良さを伸ばしていき、このインカレ
の結果が自分達を強くしてくれたのだと胸を張って4年生に伝えられるよう、新
チーム全員で頑張っていきます。また、これまでOG・OBの先輩方や保護者の方な
ど、多くの人から応援していただき、桐蔭ハンドのつながりの強さと自分達がどれ

ほど支えられているのかを改めて感じることができました。個人としても
チームとしても、ミスを恐れずに“挑戦”し続け、さらに成長していける
よう頑張ります！これからも応援よろしくお願いします！！

3年 志賀美里

佐々木 主将

飯塚 主将


